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Ⅰ　は　じ　め　に

スポーツがその目的と方法において，適切に行なわれるならば健康に寄与することが大きい

ことは疑う余地がない1）。文部省が昭和49年に行なった青少年の体力・運動能力の調査による

と，スポーツテストによる体力の年令別推移では，男女とも17才をピークに20才頃から早くも

体力衰退傾向を示すことがあきらかとなり，学校体育における体力作りがにわかに強調される

に至った2）。それに伴い，社会へ出てからの健康・体力作りに興味を持つ人も増加しているの

は確かである。

機械文明の発達による身体活動の不足，仕事の分業化による自己実現の機会の喪失，よそよ

そしい人間関係による人間疎外が満ちあふれている現代，人々の健康増進と豊かな生の充実感

を満たすために社会体育の必要性が増していることは言うまでもないむ。中でも，同好の人々

と楽しみ，しかも長続きする体育として，スポーツ活動がますます盛んになってきている傾向

は当然のことであろう。

現在社会体育で行なわれているスポーツ活動には，各地の教育委員会などが主催するスポー

ツ教室，自発的な地域のグループ活動として行なわれているスポーツなど，さまざまな形態が

みられる。またこれらの活動に携わる組織としては日本体育協会，各種スポーツ競技団体，地

域の教育委員会，商業的な各種アスレチッククラブなどがある。これらの組織の中でも日本体

育協会とスポーツ競技団体は，社会体育におけるスポーツ活動に関連が強く，スポーツルール

の決定や変更，各種スポーツ大会の制度や運営などについて，全国的な影響力を持つ組織であ

る。社会休背におけるスポーツ活動をより活発にするためには，これらの組織が地域社会に対

して有効に働く必要がある。

現在，全国各地域で行なわれている社会体育としてのスポーツ活動には，野球をはじめサッ

カー，ゲートボールなどさまざまな形があり，幅広い年令層にわたって親しまれている。婦人

を対象としたものも，バレーボールやテニスなどがある。特に家庭婦人バレーボール，いわゆ

る「ママさんバレー」は地域のグループ活動によるスポーツとして活発に行なわれている。
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バレーボールには通常6人制と9人制があることは周知の通りである。6人制は国際的に共

通するもので競技スポーツとしての性格が強く，9人制は国内でレクリェーション的な性格を

持つものとして行なわれている。現在家庭婦人バレーボールにおいては，各バレーボール競技

団体の全国組織である日本バレーボール協会の主催で全国大会が催されている。それは，全国

各地からの予選に基づく一応のピラミッド構造を有しているが，その大会には社会体育を目的

とした種々の工夫がなされている。たとえば全国大会に一度出場した人は，再び選手としては

出場できないなどの運営上の工夫，種目をレクリエーション的なグループ活動に適した9人制

とし，ボールはひとまわり小さい皮革製4号球（以下皮革ボールとする）を使用するなど，よ

り多くの人に参加してもらうための配慮がなされている。これらの配慮のためか，この家庭婦

人バレーボール（以下皮革バレーとする）は，現在では多くの人に支持され，競技人口の増加

をみている。

前述の皮革バレー以前，まだ家庭婦人バレーボールが普及していない頃（昭和30年頃）には

皮革ボールよりも軽くて柔らかいゴム製の家庭用ボール（以下ゴムボールとする）を使用した

婦人バレーボール（以下ゴムバレーとする）が全国各地で行なわれていた。このゴムバレ可ま

各地域の教育委員会，体育協会の手で広められ行なわれたが，それは健康・体力作り，地域の

レクリエーションとしての社会体育をねらったものと言えよう。しかし，その後昭和45年に日

本バレーボール協会が全国家庭婦人バレーボール大会を発足してからは，その大会が皮革ボー

ルを使用していたためか，ゴムバレーは各地で行なわれることが少なくなった。だが静岡県で

は現在でも掛川以西の西部地区においてゴムバレーは盛んに行なわれている。

さて，このようなゴムバレーに関する経緯をみてもわかる通り，スポーツ競技団休が大会を

設けたりルールを変更したりすることは，社会体育として成り立った地域のスポーツ活動に大

きな影響を及ぼすことがある。数年来，全国的に数少なくなったゴムバレーの取り扱いをどう

するかは静岡県バレーボール協会の中の家庭婦人連盟にとっても大きな問題であった。スポー

ツ競技団体の立場としては，ゴムバレーを除々に廃止して全国大会につながる皮革バレーに切

り替えたいというチャンピオン指向は当然のことであろう。しかしその決定が地域社会体育

へ大きな影響を及ぼすことも考えられる。

そこで本研究ではこの問題を検討するための基礎資料を得るため，ゴムバレーが行なわれて

いる唯一の大会である静岡県スポーツ祭家庭婦人バレーボールの部の参加者に，バレーボール

に対する意識調査を行なった。

ll　調　査　方　法

1．予備調査と実験

対　　象　浜松市某ゴムバレーチーム19名

日　　時　昭和57年5月18日

場　　所　浜松市・曳馬付設体育館

調査項目　ゴムバレーをする理由，効果，ルール，運動量，障害について

皮革バレーに対する態度

家族の反応

指導者について

以上の項目について自由記述させた。
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実験

皮革ボール，皮革製軽量4号球（以下軽量4号とする）およびゴムボールそれぞれについ

て，ゴムバレーのルールでゲームを行なわせ，ビデオに撮影した。またその後に感想を記述さ

せた。

これらの予備調査と実験から次のことがあさらかとなった。すなわちゴムボールと軽量4号

とでは感じは変わらないが，皮革ボールでは重さが負担になるようであった。ビデオでみても

皮革ボールはかなり重そうであるが，ゴムボールと軽量4号ではあまり変わらない。軽量4号

ではボールが弾むためか，プレーに軽快感が出た。

表1日本バレーボール協会制定使用球（上3種）およびゴムポールの規格

l二‾‥主…三号　球

4　号　球

軽量4号球

円周65～67cm　　　　重量260～280g

円周63．0土1．0cm　　　重量250土10g

円周63．0土1．0cm　　　重量210土10g

家庭用ポール

（ゴムボール）

円周約65～70cm　　　重量240g前後

（詳しい規定なし）

皮　革

皮　革

皮　革

ゴ　ム

一般男女6人制・9人制用

家庭婦人・中学生用

小学生用

ゴムバレー用

2．本調査

対象　静岡県スポーツ祭参加家庭婦人バレーボールチームおよび指導者

ゴムノヾレー

皮革バレー

町村対抗10チーム121名　指導者15名

市対抗　12チーム128名

町村対抗10チーム107名　指導者15名

市対抗　　24チーム247名

計56チーム603名

日時　昭和57年11月7日

場所　静岡県営草薙体育館，藤枝市民体育館，焼津市民体育館

方法　予備調査をもとに選択式の質問紙を作り，大会当日試合の合間に記入させた。

回収率100％

質問内容については結果と考察の項に示す。

3．整理の方法

選択式の質問項目に対する回答数は指定しなかったため，同一人が2種類以上の回答をする

場合があった。ここではそれらを全部含めてある。頻度の算出方法は，人数ではなく解答数に

対するものである。

本文では，参加者全員への質問，ゴムバレーへ参加した人のみへの質問，皮革バレーへ参加

した人のみへの質問，指導者への質問の4項目に分類した。

廿　結果と考察

1．ゴムバレーと皮革バレーの紹介

最近のバレーボールはほとんど室内で行なわれている。したがって体育館の都合さえつけば

用具にはさほど不自由することなく，かなり手軽にできるスポーツであるということができる。

しかも個人で準備する用具は靴くらいのものである。またネットの高さ，ボールの種類，コー
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トの大きさ等を変えることにより，小学生から老人まで男女を問わず，それぞれのレベルにあ

ったプレーを楽しむことができる。現在では小学生ルールをはじめ数種のルールが決められて

いるが，本研究で取り上げているゴムバレーと皮革バレーのルールを簡単に紹介する。

ゴムノヾレー

ト4m－⇒

m王 口　 紅 20cm

m l
▲
■l’

6 m

1

0 －－

〇 一→ ○ → ○　　　　　▲

n　　　　　　　　　　　　 l
l　　　　　 ｝

0　　　 0　　　 0

† J＼ l
○ 疇 ト一一 〇　　　 〇

丁
・疇18m

†
口　］

ト9m→
図1ゴムバレー用コート見取図

（1）コートの大きさは横9m，縦18mとする。

（2）エンドライン後方にサービスエリアをお

く。

桓）アタックラインを設ける。

㈲ネットの高さは2．20mとする。

（剖サービス権を得たとき，そのチームの競技

者は図1の矢印の方向に1名ずつ位置を移動

する（ローテーション）。

（㊥後衛はアタックラインを踏んだり，それよ

りネット側に入り攻撃またはブロッキングに

参加することはできない。

（カ1セットはいずれかのチームが15点を先取

したときに終了する。

皮革バレー

n

0－

0 0 0

0 0 0

0 0 0

ト一一9m→

図2　皮革バレー用コート見取図

（1）コートの大きさは横9m，縦18mとする。

（2）ネットの高さは2．05mとする。ネットマー

カー外側20cmのところにアンテナを取り付

ける。

刷選手はどの位置でプレーしてもかまわな

い。

㈲1セットはいずれかのチームが21点を先取

したときに終了する。
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樽）後衛の右端に位置するものがサーバーとな

る。

（幼サービスはアンダーハンドサーブとする

（腕を振る角度は体に対して45度以内とす

る）。

㈹サービス権を持つチームのみが得点権を持

つ0

叫サービスは2回認められる。

49

（5）チーム内のサービス順は試合前に提出する

サービングオーダーに従う。

（㊥サービスはエンドラインより後方，サイド

ラインの想像延長線より内側で打つ。

のサービスは2回認められる。

2．結　果

1）参加者全員への質問

（1）年令分布

今回の大会出場者全体の平均年令は35・8才であり，ゴムバレーと皮革バレーにおける差はみ

られない0年令の分布状態をみると，最も多いのは30才代，次いで40才代，20才代の順であ

る050才以上の参加者は全体で6人と僅かであり，家庭婦人バレーボールも50才以上の女性に
とってはハードな運動のようである。

仙

主　婦

会社員

自営業

農　業

公務員

事務員

その他

表2　参加者の職業

皮革バレー日全　体

l

l

ゴムバレー

52．9†49．8l　51．1

20　　　30　　　40　　　50

二・二　二　三

図3　参加者の年令分布

（2）職　業

全体での有職者率は48・9％とほぼ半数であり，ゴムバレーと皮革バレーとの差はあまりみら

れない0職業の内容は会社員が18・5％と最も多く，次いで自営業5．8％，農業5．2％である。
刷配偶者および同居家族

配偶者のいる参加者は全体で92・9％であった0同居家族はゴムバレー5．0人，皮革バレー4．4

人であった0町村対抗と市対抗への参加者を比較すると，1人暮らしは市対抗には11人いるの

に対し町村対抗は0人，反対に9人以上の家族は町村対抗に4人いるのに対し市対抗では0人
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であった。

㈲スポーツ経験

中・高校において何らかのスポーツ活動を行なっていた参加者は，ゴムバーでは60・0％，皮

革バレーでは82．0％である0またバレーボール経験者は，ゴムバレーでは中学35・0％，高校

18．0％であるのに対し，皮革バレーでは中学62・0％，高校45・0％である0皮革バレーでは半数

以上の参加者が学生時代にバレーボールを経験しているが，ゴムバレーにはバレーボールの初

心者が多数参加している。ゴムボールのほうが初心者には扱いやすいと思われているためであ

ろう。

有　り　　　　　　　　　無　し

ゴムノヾレー

皮革バレー

4 0 ．0
■ l■ t■ ■ ■

● ● ● ● ● ●
：●：●：●：・：・ユ ：●：●：‘ 6 0 0 ∴ ●∴

1 － －－ － － － － ＿

●　●　●　●　●　●　●　■

1 8 ．0● ●　 ● ● ● ●　■ l■ ▲■ ■ ▼●▼・▼・▼・▼・▼・ ▼・二・二・二・二・二・二・二1 ：：：：：‥ ●… ・：・：・

㈲

【三三ヨ中学時代のバレーボール経験者

田高校時代のバレーボール経験者

図4　参加者のスポーツ経験

（句家族でのバレーボール経験者

家族の中にバレーボール経験者がいると答えた参加者は，町村対抗では45％，市対抗では35

％であった。その中で子供が経験者である割合は町村対抗よりも市対抗のほうが多いのに対

し，夫が経験者である割合は町村対抗が多かった。すなわち町村対抗の参加者は夫の影響を受

けたか，あるいは与えた者が多く，反対に市対抗の参加者は子供に影響を受けたか，与えた者

が多いと思われる。

桓）実施状況

1週間の実施日数は週1回が57．2％と最も多く，次いで2回の19・6％であった0週1回未満

の参加者は8．3％，週3回以上は1．5％みられた0

1日の実施時間は2時間が89．3％と圧倒的に多く，次いで1．5時間が8．0％みられ，他は少数

であった。家庭婦人バレーボールの練習は週1回2時間程度を費すのがせいぜいと思われる0

以上（1）～（6）の質問項目は参加者の実態についての調査であり，ゴムバレーの参加者と皮革バ

レーの参加者の間にはほとんど差はみられない。しかし町村対抗と市対抗に分類し比較する

と，町村部と市部における生活環境，様式による差をみることができる。町村部の参加者では

家族にバレーボールをしている者が多く，しかも初心者の多いことから，何らかの形でスボー

ッを楽しもうと思っていた家庭婦人が，家族あるいは友人に誘われて始めることが多かったも

のと思われる。初心者でも楽しめるゴムバレーが盛んなのもそのためと思われ，スポーツを楽

しむ，すなわちレクリエーション的な意識が強くあらわれている。一方市部では経験者も多く

皮革バレーも盛んなことから，競技スポーツとしての形態がうかがえる0

の家庭婦人バレーボールを始めた理由

（9動　機

ゴムバレーおよび皮革バレーを選んだ動機については，「もともと運動が好きだから」がそ

れぞれ28．6％，27．5％と最も多い。スポーツ経験者の多いことからもこれは当然と言えよう。



静岡県における「家庭婦人バレーボール」の実態について 51

次いで多い意見は，ゴムバレーでは「体力作りや友達作りなどの目的があったから」12．0％

「楽しいから」11・1％であり，「手軽だから」3・9％「初心者でもできるから」3．3％などとあ

わせて考えると，ゴムバレーを選んだ人はバレーボールをすること自体よりも，社交の場ある

いは体力作りの場として参加しているものと思われる。それに対し皮革バレーでは「自分のし

ているバレーボール種目が好きだから」19・2％が多く，好きなバレーボールがしたいために参
加している人が多いと思われる。

⊂コゴムバレー

鴫野皮革バレー
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図5　自分が行なっているバレーボール種目を選んだ動機

¢）目　的

ゴムバレーの参加者が「運動不足を解消するため」21・7％「健康を保つため」20．8％「体力

作りのため」10・6％と健康・体力など自分の身体を意識しているのに対し，皮革バレーでは健

康・体力作りの他に「ストレス解消，気晴しのため」17・5％「精神力をつけるため」5．2％、
「社会性を養うため」3．8％などが多くみられる。

樽）バレーボールの効果

（可身体面

「運動不足が解消できた」が全体で31・8％と最も多い。運動不足の解消に伴う2次的な効果

であろうと思われる「体力的な衰えを防げた」17・9％や「肩こり頭痛がなくなった」10．1％も

多くみられ，その他の諸症状も解消される傾向にあるようである。
④精神面

身体的な運動不足の解消によるものと思われるが，「ストレス解消」41．6％としての効果が
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バレーボールの社会・生活面への効果

最も顕著であり，それとともに「明朗になった」18．5％「明日への活力がわくようになった」

18・3％などの効果があることを積極的に支持している。

③社会・生活面

「友人が増えた」が39・6％と最も多く，次いで「生活に張りができた」21．0％「時間の使い

方が合理的になった」13・8％が多い。ゴムバレーでは「人と話ができるようになった」10．2％

「孤独でなくなった」5．3％などの項目が皮

革バレーよりも多く，チームメイトなどとの

交際が社交面で大いに役立っているものと思

われる。皮革バレーでは「生活に張りができ

た」22．5％「時間の使い方が合理的になった」

14．4％「行動や動作が機敏になった」9．7％

が多く，生活のめりはりがしっかりしてくる

ことをあげている。バレーボールをするため

の時間設定により生活の規律が整えられるよ

うである。

（幼バレーボールによる障害

ほとんどの項目において，皮革バレーがゴ

表3　バレーボールによる障害

障　害　名

足首関節炎

膝　関　節　炎

肩　関　節　炎

手首関節炎

アキレス腱断裂

椎間板ヘルニア

足　首　捻　挫

膝　　打　　撲

つ　　き　　指

ゴムバレー 皮革バレー

7（2．8）

10（4．0）

10（4．0）

1（0．4）

6（2．4）

0

37（14．9）

22（8．8）

60（24．1）

20（5．6）

38（10．7）

22（6．2）

15（4．2）

18（5．1）

5（1．4）

91（25．7）

20（5．6）

144（40．7）

件数（）内は人数に対する割合（％）
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ムバレーに比較し障害の起こる割合が多い。特に膝・肩の関節炎，アキレス腱断裂，椎間板ヘ

ルニア，足首の捻挫，骨折など大事に至る障害はゴムバレーよりも皮革バレーのほうがかなり

多くみられる。家庭婦人バレーボールに参加してからの障害という記述制限を設けなかったた

め，経験年数の長い人の多い皮革バレーに障害が多くみられたのかもしれない。しかし皮革バ

レーではその競技性から，かなりハードな練習を行なっているチームがあるために障害が多く

あらわれているのは確かであろうと推察される。ただ打撲の項目だけはゴムバレーのほうが多

く障害を起こしている。これはゴムバレーに経験の浅い選手が多くいるためと思われる。

㈹チームメイトや指導者に対する満足度

（むチームメイト

満足しているとする者は全体で61．2％，普通の者37．1％とあわせると98％以上がチームメイ

トにほぼ満足していると思われる。わずかではあるが不満を感じている者の理由としては「全

体的に協力的でない」「わがままな人やいじわるな人がいる」「人間関係が冷たい」などがあげ

られていて，非協力的で自己中心的，下手な選手に冷たいといった人が嫌われているようであ

る。しかしほとんどのチームでは技術の上手下手を問わず，和気あいあいと練習しているもの

と思われる。

満　足　　　　　　　　　普　通　　　不満

ゴムノヾレー

皮革バレー
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図10　チームメイトに対する満足度

桓）指導者

指導者に満足している者は全体で53．3％，普通は38．7％と，どちらの種目も90％以上の人が

不満はないと答えているが，ゴムバレーでは5．6％，皮革バレーでは9．6％の人が不満としてい

る。不満の理由はいくつかあげられているものの，特徴的なのはゴムバレーでは「指導者がい

ない」が全不満の70％をしめているのに対し，皮革バレーでは「技術を適確に教えてくれな

い」18．4％「メンバーの技術が上達しない」15．8％「基礎技術を教えてくれない」13．1％「日

常の行動や練習のマナーが悪い」13．1％など，指導者個人の指導能力に対する不満をあげてい

る者が多い。

満　足　　　　　　　普　通　　　不満

ゴムノヾレー

皮革バレー

㈲

図11指導者に対する満足度

㈹家族の反応

家庭婦人連盟の調査によると．ほとんどのチームは夜（19～21時頃）に練習を行なっている

ことがわかった。主婦としての仕事が最も忙しい時間に家をあけることに伴い，家族とのトラ

ブルが起こることも考えられるが，この調査では「応援している」70．8％「どちらでもない」
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27．1％と，98％の家族がバレーボールへの参加に賛意をあらわしていた。わずかではあるが反

対もみられ「外出の回数が多い」「子供の世話が省かれる」など家事が疎かになることを指摘

していた。

的今後のバレーボールへの参加について

どちらの種目も98％以上の参加者が今後も続けていくとしていた。その理由については目的

の項で指摘したのと同じ結果があらわれ，ゴムバレーでは「ストレス解消，気晴し」「友達と

仲良くしたい」が皮革バレーよりも多く，2次的な効果目的をあげていたのに対し，皮革バレ

ーでは「バレーボールが好き」が40％近くみられ，好きなバレーボールをしたいためという端

的な答えが多くみられた。「もうやめる」もわずかながらみられるが，その理由もゴムバレー

と皮革バレーに違いがみられた。すなわちゴムバレーでは「家族のことを考えて」だけにあら

われていたのに対し，皮革バレーでは「バレーボールが嫌いになった」「仲間が気に入らない」

「指導者が気に入らない」などをあげていた。

2）ゴムバレーに参加している人のみへの質問

（1）ゴムバレーのルールや用具について？

「適当」と答えた人は81．4％みられた。適当とする理由はいくつかに分かれているが，「手

軽で気楽にできる」27．1％が最も多く，「手が痛くない」10．1％とあわせて考えると，ボール

が扱いやすくまた怪我も少ないためと思われる。「不適当」とした人は町村対抗では22．8％，

市対抗では13．9％みられた。その理由では「ボールがボトッとして弾まない」21．8％「ボール

が指にくいこむ感じで操作がしにくい」17．9％などが多く，ゴムボールの手答えのなさに不満

を持っている人が多いことがわかる。また市対抗よりも町村対抗に不適当とした人が多いこと

から，市部では自分の体力・技術にあわせてゴムバレーを選んで参加している人が多いのに対

し，ゴムバレーの盛んな町村部では皮革ボールでプレーをしたくとも近くにゴムボールのチー

ムしかないという地域差もうかがえる。

㈲　⊂コ町村対抗　匠ヨ市対抗
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（わ皮革バレーへの参加希望

59．1％の人が参加したいとしていて，市対抗よりも町村対抗のほうがかなり多かった。その

理由は「ボールの感触がよく手答えがある」が16．4％と意外に少なく，「バレーをしたという

満足感がある」35．2％「個人の特徴が生かせる」24．2％が多い。これは皮革バレーのプレーに

憧れている人がかなり多くいることを示していると思われる。参加したくない理由は「ゴムバ

レーで満足している」41．9％が最も多く，ゴムバレーが自分の体力に適していると感じている

人が多いためと思われる。
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桓）軽量4号と小学生ルールについて

次のような例をあげ，軽量4号と小学生ルールについて質問した。

9人制皮革バレーボールの，ボールが重い，ローテーションがないなどの問題を解決す

るために，下例のようにルール変更した場合，あなたは試してみたいですか？

＜例1＞

現在のゴムバレーボールのルールで軽量4号（現在小学生使用）を使用する。この場合

ボールの重さはゴムボールと変わらなくなりますが，ボールがよく弾みスピード感が出ま

す。

ゴムボールと比較し，重さは変わらないもののよく弾みスピード感の出る軽量4号では82．

2％の人が試してみたいと希望していた。ボールの扱いやすさが同じであるならば，もう少し

プレーにスピード感があるほうが良いと思っている人が多いことがわかる。

下例のようにルール変更した場合，あなたは試してみたいですか？

＜例2＞

現在の小学生ルール（6人制，ローーテーションがあり，パックセンター固定制）で行な

う。この場合ローテーションもありますが低身者の特徴も生かすことができます。但しル

ールは少し難しくなります。ボールは軽量4号球（現在小学生使用）または4号球（現在

中学生と皮革バレーで使用）を使用します。

参加希望者は62．8％とかなり多くの人が希望していた。もともとローテーションのあるゴム

バレーを行なっている人たちには6人制のローテーションもそれほど抵抗なく受け入れられる

と思われる。また町村対抗では軽量4号を試してみたいとする人が多かったのに対し，市対抗

では4号球のほうが多かった。皮革バレーの盛んな市部のほうが，皮革バレーで使用している

4号球への憧れが強いものと思われる。
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3）｛皮革バレーに参加している人のみへの質問

（1）皮革バレーのルールや用具について

98・1％の参加者が適当としていて，ボール・ネットの高さ等用具に不服はないと思われる。

技術的にも「ローテーションがなくて個人の特徴を生かせる」28．0％が大きなメリットとなっ

ていて，自分の得意なプレーを生かすことができるのではないだろうか。しかも「運動量が適

当」23・2％と個人の技術・体力にあったプレーができることが「手軽で気楽にできる」24．3％

につながっていると思われる。不適当と答えた人はわずかであったが，理由からみて以前に6

人制を経験した人が「バレーをしたという満足感に欠ける」「ローテーションがない」などの

不満を持っているか，あるいは初心者の人が「ボールが重い」をあげたかの両極端かと推察さ

れる。
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図17　皮革バレーを不適当とする理由

（2）ゴムバレーへの参加希望

参加してみたいとする人は20．6％であったが，市対抗よりも町村対抗のほうが多くみられ

た。町村部では市部よりもゴムバレーが盛んに行なわれていて，その影響があらわれていると

思われる。参加してみたい理由は「手軽だから」34．1％が最も多いが，「初心者でもできる」

16・4％とあわせて考えてみてもプレー自体の手軽さというよりは，ボールに対する感じ方から

くる手軽さと思われる。すなわち皮革バレーに参加している人の中には，ゴムバレーが初心者

に向いていると思っている人が多くいると思われる。参加したくない人は80％ほどみられた

が，「ボールの感触が悪い」26．8％「ボールがもの足りない」25．4％など，やはりゴムボール

に対するもの足りなさを理由にあげている人がほとんどと思われる。
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図18　ゴムバレーに参加してみたい理由
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¢）6人制バレーボールへの参加希望

6人制バレーボールに参加してみたいとする人は38．0％みられた。これらの人は皮革バレー

の参加者の中でも技術レベルの高い人たちであり，より高度な技術・体力が要求される6人制

へチャレンジしたいという気持ちのあらわれと思われる。「技術的に手答えがある」21・1％

「本格的にバレーボールをしたい」18．1％「ローテーションがある」16．9％などの理由が多い

のもそのためであろう。参加したくないという人は62．0％みられたが，ルール・技術の難しさ

よりも体力的な問題をあげている人が多い。「9人制で満足している」32．9％からもわかる通

り，家庭婦人には体力的に9人制があっていると思われる○
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㈲小学生ルールについて

＜例2＞と同じ例をあげ，小学生ルールを試してみたいか質問をした。その結果，ルールを

変更してまで6人制を試してみたいとする人は41．4％と前述の6人制参加希望と大差なく，パ

ックセンター固定制にはあまり興味がないように思われる0

4）指導者への質問

（1）年令分布

ゴムバレーの指導者の平均年令は33．3才であり，皮革バレーは37．4才であった。年令の分布

は選手同様30才代が最も多く，次いで40才代，20才代の順であった0

（2）性　別

男性の指導者がほとんどであったが，女性の指導者もゴムバレーに1人，皮革バレーに3人

みられた。

¢）職　業

会社員が46．7％と最も多く，次いで教員と公務員が13．3％であった。

㈲スポーツ経験

中・高校におけるバレーボール経験者はゴムバレー53．0％，皮革バレー73・0％であった0学

校以外，すなわち社会人としてバレーボールに参加した経験のある人は，ゴムバレーは46・7％，

平均経験年数6．7年であるのに対し，皮革バレーは60．0％で11．3年とはっきり差がみられた0

（研旨導経験

ゴムバレーの指導者ではバレーボールの指導経験のあった人は66．7％であり，他はソフトボ

ール，バスケットボール，水泳，陸上競技など多岐に渡っていた。しかし皮革バレーの指導者
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では，バレーボールの指導をしたことのある人が100％であった。

（6）スポーツ指導をする理由

ゴムバレー，皮革バレーを問わず「健康維持」「体力の増強」という理由が多くあげられ，

指導者自身も選手同様，健康管理のために指導を行なっていることがわかった。他には，ゴム

バレーにおいては「スポーツを通しての交流」「地域スポーツの振興，親睦」など地域のコミ

ュニケーションを広げ，交流を深めることを目的とする人がみられた。また皮革バレーでは

「好きだから」「バレーボールの発展」などがみられ，親睦よりもまずプレーという姿勢が感

じられた。

の指導理念・目標

ゴムバレーでは「人の和」「健康で明るい仲間作り」「健康な身心の育成」などが多く，技

術アップ，勝つためのチーム作りなどに関した答えはひとつも出てこなかった。それに対し皮

革バレーでは「肉体的・精神的に健康な人間の育成」などもあるが，多くは「速攻チーム作

り」「勝つことを目指して努力」「県大会ベスト8」など強いチーム作りを目標にしているこ

とがわかった。選手に対する質問の項でも示した通り，ゴムバレーはレクリエーション的に楽

しく，皮革バレーはチャンピオンシップスポーツとしてより高いレベルを目指すというチャレ

ンジ性を持つ傾向が指導者にもあらわれていた。

（8）現在の指導上における問題点

両者に共通する問題点としては「年令が高い」「施設の不足」などがあげられていて，活動

がより円滑に行なわれることを望んでいることがわかった。ゴムバレーでは「ルールでわから

ない事がある」という点もあげられ，ルールが一般に知られていないことが活動する上でひと

つの障害になっているようであった。皮革バレーではやはり技術に関することがあげられ，

「基本動作」ができていない，「精神的な弱さ」から大事なところで勝てないなど，選手の技

術不足が指導上の問題点となっているとしていた。

3．考　察

以上の結果から考察してみると，静岡県の家庭婦人バレーボールに参加している家庭婦人は

自分の健康を保持するため，身体を丈夫にしようという積極的な参加意識を持ってバレーボー

ルに参加しているとみることができる。またその効果としての運動不足解消とそれに伴う諸症

状の解消はあさらかにみられるとしている。さらに身体面だけでなく精神的にも，ストレス解

消などその貢献度は積極的に支持されていて，生活への張りが出てくるようである。勿論適正

な運動量というものも考えられなければならないであろうが，運動不足に悩む家庭婦人にとっ

て，バレーボールは気分転換・体力増強など社会体育としての目的を十分に果たしていると言

える。

主婦としての仕事に追われ友人との交際にも不自由していた者が，バレーボールの場をかり

て友人との会話を楽しみ，広げられた交友の輪の中で生きている喜びを感じている実態は，社

会体育の目的論にかなうものである。また家庭の声援や良きチームメイト・指導者との交わり

が家庭や地域社会での生活の潤滑油となり得ることも兄のがすことはできない。練習へ参加す

るための時間設定には夫・子供等家族の協力が是非とも必要であろうし，それとともに主婦自

身も家事を手際よく済ませてから参加するなどの思いやりもわすれないようにしたいものであ

る。回りの人の協力があってこそ，また回りの人を思いやる気持ちを持って行動することこそ

より良き生活をする上に必要なことと思われる。
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ゴムバレーと皮革バレーに参加している選手の意識の差には注目する必要がある。皮革バレ

ーは選手・指導者ともにチャンピオン指向がはっきりあらわれ，より高いレベル，勝つための

チ・－ム作りを目指す傾向にあるのに対し，ゴムバレーは健康増進，社会性の育成などレクリエ

ーション的にバレーボールを楽しむ傾向にある。またゴムバレーには指導者不足という問題が

顕著にみられるが，それも逆に考えれば指導者がいなくとも地域の自主的スポーツ活動として

成り立っているとも言うことができる。こうした点からみてもゴムバレーは皮革バレー同様社

会体育としての機能を十分に果たしており，地域社会の人々のスポーツへの参加に貢献してい

る。

静岡県バレーボール協会で検討されているゴムバレーの県大会を廃止する件は，すなわちゴ

ムバレーを無視することであり，その存在を否定することにもつながる。ゴムバレーの参加者

の中には皮革バレーがしたい，勝つチームに参加したいと思っていてもそのようなチームが近

くにないという地域特性から，しかたなく参加している人がいるかもしれない。しかし大多数

の参加者は手軽にでき，危険性も少なく，初心者でも安心して楽しむことのできるゴムバレー

に満足していて，先に考察した効果も十分にあげていることがはっきりしている。ここでゴム

バレーの大会を廃止することは家庭婦人が気軽に参加できるスポーツの場を奪うことにもなり

かねず，社会体育の振興に逆行する可能性もある。バレーボールをより身近に浸透させ，家族

ともども経験者を増加しバレーボール人口の底辺拡大を目指すためにも，ゴムバレーの大会は

廃止すべきでないと思われる。

現在，ゴムバレーは地域社会で自発的に行なわれてはいるが，その大会の状態としては皮革

バレーを扱っている家庭婦人バレーボール連盟にまったく依存していて，指導者も少なく大会

でのトラブルも多く，どちらかというと家庭婦人連盟の重荷になっているのではないだろう

か。バレーボールをより多くの人に楽しんでもらうためにもゴムバレーに対する理解を深め，

日本体育協会あるいは教育委員会などがすすんで社会体育としての指導者を養成することこ

そ，これからのゴムバレーにとって必要なことと思われる。

ただゴムバレーにも改良すべき点があることは否定できない。もし改良するのであるなら，

その第1はボールであろう。ゴムボール使用者の中では皮革ボールを使用してみたいと思って

いる人がかなりの数になる。また多少なりとも「ゴム」という劣等感を持っているとも推察で

きる。であるならばゴムボールと重さや扱いやすさがほとんど変わらない軽量4号を使用して

も良いと思われる。

Ⅳ　ま　　と　め

静岡県スポーツ祭家庭婦人バレーボールの部へ参加した56チーム，603名にバレーボールに

対する意識調査を行なった結果，以下の3点があきらかとなった0

1．ゴムバレーはその特性から，バレーボールの初心者にも参加しやすいスポーツとしての

機能を持ち，社会体育として地域社会に定着している0

2．現在のように盛んに行なわれているゴムバレーの大会を廃止することは，地域社会の人

々のスポーツ参加への機会を奪うことになりかねず，社会体育の振興に逆行する可能性があ

る。今後はより良い指導者の育成に力を入れるべきであろう0

3．ゴムバレーと皮革バレーの差を少しでもなくし融合を図るのであれば，ボールをゴムボ

ールから軽量4号に変更することを検討すべきであろう。
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